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小平市オリジナル農福連携について（事業の経過）

（1） 令和２年１０月
　・障がい者支援課経由で、農福連携についての情報提供がある。
1 農家で出る規格外野菜の活用
2 農協の野菜を市内飲食店に運搬する仕事
3 農家での農業の仕事
※障がい者支援課が産業振興課に話を持ちかけ、産業振興課が市の農業委員会に相談して得た意見をもとに、市内障害福祉サービス事業所に情報提供

（2） 令和２年１１月
　　・市内障害福祉サービス事業所（６事業所）と障がい者支援課で、上記３点の可能性について、市内農家（社会適応訓練事業受託）と意見交換を行う。
　　
（3） 令和２年１１月
　・１１月の内容をもとに、産業振興課を交えて意見交換を行う。

（４）令和３年４月～６月
　　・産業振興課からの提案で、地場産野菜を使った「ゆでまんじゅう」製作に着手
　　※市内３事業所と障がい者支援課で試作を行ったが、生産の手間（常温販売時の賞味期限の短さ）、原価、価格設定などコストパフォーマンスの課題が多く、実用化（商品化）には至らず。

（５）令和３年７月～８月
　　・産業振興課の仲介で、農地の草刈りの作業依頼がある。（詳細別紙）
　　※夏場の暑い時期の作業が大変だった。台風など、天候に左右された。
　　　事業所の作業の進め方に対し、全面的に所有者の理解と協力が得られた。

（６）令和４年１月
　　・これまでの農福連携の取り組みを振り返って、産業振興課・障がい者支援課、市内６事業所が参加し、意見交換を行った。

（６）令和４年３月～【現在進行中】
　　・産業振興課の仲介で、トマト農園の収穫作業の話がある（詳細別紙）
　　※５月より、市内障害福祉サービス事業所（５法人・６事業所）にて試験的に作業を開始する予定。収穫して良いトマトと、そうでないトマトの見極めが課題。






社会福祉法人ときわ会
あさやけ第二作業所


「農福連携」について
社会福祉法人　ときわ会と市内農家さんとのつながり経過


1990年代半ば　
　ボランティアさんから、小川町の小川農園さんを紹介いただき、作業所製品の販売を摘み取り農園の一角ではじめる→法律が変わり、できなくなる

1990年代終わりごろ　
　あさやけ第三作業所・福祉工場エバーグリーン（現：サングリーン）で、就労支援を柱にしたとりくみをはじめる。
　→　小川農園さんで「社会適応訓練事業」（社適）を引き受けていただき、メンバー1名が訓練開始。その後、数名が社適に参加。1名がアルバイトとして契約。
　　　※当時都内では練馬の白石農園だけが社適を先駆けて取り組んでおり、小川農園さんはそれも知っていて、快く引き受けていただいた。その後いくつかの都内の農園が訓練先として開拓された経緯がある。
　　→ 小川農園さんの事例を鈴木町の深谷農園さんが知り、農園事業の拡大計画もあり、社適を引き受けてくださった。最終的にはメンバー3名（あさやけ第二、エバーグリーン、ほか他市から1名）が訓練継続、その後3名ともアルバイトとして雇用。

2000年代初め
　深谷農園さんでブルーベリーの摘み取り農園を当時計画しており、その整地・苗木の手入れなどをメンバーが行う。数年後ブルーベリーが収穫できるようになり、そのブルーベリーを使って、ベンズファームブランドのジャム製造を受託。現在に至る。
　 小林農園さん（上水南町）で社適を引き受けていただく。あさやけからは2名。

2010年代半ば
　小野農園さんで鷹の台作業所メンバーの社会適応訓練を引き受けていただく
　その後、障害者施策の転換により、社会適応訓練事業は下火、廃止となる

 現在
1 農地整備（比留間さん）　年間通しての作業
2 小平野菜のピクルス、　今後　乾燥野菜、焼き芋など検討
3 トマト収穫　1～2名参加
4 大原農園さん（イベント販売）
5 三鷹4中カリンジャム製造（農家ではないが）





はなこビーンズ
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「農福連携」島村ブルーベリー農園との連携について
（特定非営利活動法人　西東京自立支援センターの取り組み）

➀就労継続支援B型事業所875Beans(はなこビーンズ)
　2017年開所　場所は、花小金井南町
　主に知的障害者が通所している作業所
　現在は17名の利用者が登録
　作業内容は、　・キッチン活動（焼き菓子・ペットフードの製造販売）
　　　　　　　　・あとりえ活動（内職作業・洋裁・農園芸作業）
　　　　　　　　・情報発信活動（ポスティング・資源回収）

➁島村ブルーベリー農園とのつながり
　作業所に隣接している農園
2017年から、ブルーベリーの摘み取り、草抜き等のお手伝いを始める。
繁忙期：6月～8月　主に、ブルーベリーの摘み取り作業
閑散期：鳥除けネットの設置、剪定した枝の回収・ウッドチップにする作業。草抜きなど。
その他：ブラックベリー、柚子、夏みかん、筍の収穫など　→　農園でジャムなどに加工

➂課題
　・ブルーベリーの収穫について
　　a,収穫していい実とそうでない実の判断が難しい。
→主に、加工用の品種の摘み取りを担当。
　　b,繁忙期が真夏日(猛暑)であり、収穫作業がとても過酷である。
　　　　→通常作業は、8:00～15:00で行っているが、9:30～12:00の短時間で行っている。
　　c,摘み取りメンバーが高齢化している。
→少しでも労働力として、摘み取り作業の一助となれるように修行中である。

➃今後の展開
　・摘み取り技術のスキルアップ。
・ブルーベリーを使った商品を開発中。
　・ブルーベリー商品の販売代行、納品代行。











小平市オリジナル農福連携に関する意見交換会要旨

日　時：　令和２年１２月８日（火）１６：３０～１８：００
場　所：　小平市役所本庁舎　６０２会議室
参加者：　産業振興課　、　障がい者支援課　、市内６事業所

開催要旨：　
　・小平市オリジナル農福連携における可能性について、前回１１／１９（木）に小平市障がい者支援課と市内障害福祉サービス事業所（５ヵ所）が市内の農家を訪問し、意見交換を行った。
・今後の農福連携を考えていく上で市の産業振興課との連携も重要であるため、産業振興課の担当との意見交換会を実施した。

意見：
（１）産業振興課からの意見
　　　・農家は「小平産の野菜の知名度をあげたい」「市内の飲食店で小平産の地場野菜を使ってほしい」と思っている一方、新たな事業の開始には保守的な人が多い。
（他人に農地へ入ってもらうことへの抵抗がある）
　　　・農家は担い手（後継者）不足が課題であるが、教えている余裕がない。収穫の時期は、顔見知りにボランティアをお願いして対応している。
・市内には相続税対策として所有している作付していない農地がある。生産緑地の指定を受けている農地は、維持管理のため定期的な整備（除草作業）が必要。農家はＪＡを通じて、市内の業者に除草作業を依頼している。
　　　・いきなり関係性を作って連携するのは難しい。地道な農家との関係づくりが大切。
　　　　（数年単位で考えた方が良い）

（２）障害福祉サービス事業所からの意見
　　・農家の野菜を（地産地消を掲げる）市内飲食店に運搬する仕事は、農家・市内飲食店ともにニーズはあると思うが、運搬・配達にかかる費用をどこが負担するか、その費用が障害福祉サービス事業所の収入に見合えるのかが課題。
・国分寺市では、「コクベジ」という名称でＮＰＯ法人が受託し、配達料に都の助成金が使われているが、助成金の利用期間は最長３年で、毎年助成率が下がっていくため、厳しい結果が求められる。補助金をあてにするのは難しい。
　　・農家⇔市内飲食店をつなぐ中間的な役割は、双方との調整が必要でハードルが高い。
　　　農家で出る規格外の野菜を仕入れて事業所の入口で販売する方が、調整が少なく現実的ではないか。
・保健所の精神障害者社会適応訓練事業の協力事業主になっている農家を中心に、市に間に入ってもらい、近隣の障害福祉サービス事業所と関係性を作ることから始めても良いと思う。
・採算を度外視してでも、まずはできるところから（障害福祉サービス事業所が）実績を作っても良いのではないか。
（３）今後について
　　　・１１月の農家との懇談、今回の産業振興課との懇談であがった意見を踏まえ、今後実現できそうな農福連携の可能性があれば、（市の予算措置はないが、）障がい者支援課と連携して、事業所単位で個別に進めていくこととなった。
　　　・現時点では、事業を展開していくための費用創出や予算措置が市としては見込めていないことや、収益性の観点を考慮すると、すぐに実現できるかどうかは未知数であるが、法人として農福連携を作業として請け負うための条件（希望する作業時間や１回あたりの工賃収入額など）を挙げておくことで、将来的な可能性について検討しておきたい。








































小平市オリジナル農福連携に関する意見交換会報告

日　時：　令和４年１月１９日（水）１４：００～１５：００
場　所：　小平市健康福祉事務センター　第２会議室
参加者：　産業振興課、障がい者支援課、市内６事業所
テーマ：　「これまでの農福連携事業を振り返って」
ゆでまんじゅうの試作、農地の草刈り対応の実施など

参加事業所からの意見：
　（１）あさやけ第二作業所
・小川農園や深谷農園とは、サングリーンのブルーベリージャムの製造等で長い付き合いがある。
・今年度は小川農園で草刈りの請負を行った。今後も定期的に様子を見に行き、年間で見守りたい。今後は農作業もできる見込みがあり、従事したいと考えている。
・作業所では、かりん・ブルーベリージャムやシロップ作りをしているが、費用対効果が課題。
・切り干し大根やピクルスの定番商品もある。
・今後は焼き芋機を購入して販売したい。つぼ焼きができる。各事業所でつぼを購入して焼き芋を作り、小平名物としても面白いと思っている。
（２）生活リハビリセンター六三四
・野菜のＢ級品を集めて定期的に販売できないかと考えている。
・小平野菜のブランド化につながるもので、利用者の工賃になり、食べたいと思えるものを作りたい。ネット販売も視野に入れたい。
（３）はなこビーンズ
・ゆでまんじゅうは保存がきかず、売る場がないため、現状では販売は難しい。
・島村農園でこの３年ほど、ブルーベリーの摘み取りや菓子製作販売、剪定作業を行っている。
・農家との関係作りに時間がかかるが、付き合いができると長い関係になる。
　（４）クラブハウスはばたき
・通所者が増えない状況で、広い土地の農作業は難しい。
・利用者の工賃につなげるよりも、来所動機になる支援メニューの１つとしたい。
（５）あしたば作業所
・ほかの自治体の農福連携の事例研修に参加した。
（６）ほっと　
　　・７月から８月にかけて農地の草刈りを行ったが、農地面積が広く（約2,200坪）、台風や暑さもあり、初回としてはハードであった（作業終了まで約１か月かかった）。
・理事長に畑作業の経験と見識があり、農業用トラクターや油圧ショベルの操作を行えたことで、作業がスムーズにできた。
　　・所有者が当方の作業の進め方等に対し、全面的に理解と協力を得られた。
　（７）障がい者支援課、産業振興課
・農家との関係作りを地道に行うこと、関係ができた後に長いつながりを持つことができると良い。
　　　・農作物の配送ニーズ等、今後農家にアンケート調査等を実施しマッチングにつなげたい。
　　　・いずれは農産物加工品のブランド化や配送の仕組化など、視野に入れて取組めると良い。

今後の農福連携についての方向性：
1 小平野菜のブランド化を目指す。郷土料理として、新たに商品化できるものを模索する。
2 草刈り作業を単発化せず、耕運・畝づくり・植え付け・収穫等の手伝いにつなげられるよう、定期的な見守りと関わりを持つ。
3 産業振興課が今後、農家や農業委員会を対象にアンケートを実施し、農家の需要やニーズの掘り起こしに取り組む。

次回の会議開催について
　　　・産業振興課が実施するアンケートの結果が出た後、改めて農福連携の意見交換を行う会議の場を持つこととなった（時期未定）。
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